













　Altorientalische Teppiche（1891）is the first book of the art historian Alois Riegl（1858-
1905） and highly significant in the development of his whole activities.  Furthermore, 
it is regarded as the starting point of theoretically exact studies in Teppich in general. 
So, in the former issue（Vol. 123, July 2014）of this periodical, I introduced the 
Vorwort and Einleitung of the book with a chronological survey of Teppich-studies in 
the 1970s.
　Now, with great respect for the content of the book, I continue my same work on 
the chapter I, Der gewirkte Teppich.  As before, in order not to miss any detail I have 
translated the whole of this chapter with a preface of his another book into Japanese 
here.
　The original text is as follows:
Alois Riegl, Der gewirkte Teppich. in: Altorientalische Teppiche.
　　Mäander Kunstverlag 1979（Nachdruck der Ausgabe 1891）S. 8-36.  
Alois Riegl,［Vorwort］in: Volkskunst, Hausfleiß und Hausindustrie.  
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unst. 1860, S. 12 ） 。それゆえ人間が原初の織布を必要としたのは、一方で身体に着せるため、他方でひととき
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kilikisch ） 山羊の毛による品々を古代から教わるが、 作られていたのは粗目の外套・大袋・















































































































ber die slavische H
ausindustrie. in
: M
itteilungen des Österreichischen M
useums, 
Ⅹ













































































































































































































olge I, 1890. S. 22 ） の根拠をサラセンないしオスマントルコなるオリエントの直接的影響とすることは全然できない。
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して不思議でない そ ような場所で忘れ去られる前に太古の伝統的な技芸行使を保存したいとして、確か 近代の工芸改良運動はあれこれ多くのことに手を出してきた。この方向でもハンガリーとボスニアは流行上首尾の地となったものの、将来まで確実かどうかは解らない。というのも、こうした新た 機織りでの賃金獲得は、作業では入念 配慮が乏しくなり材料は節約となる でしか生じ得ないからであり、他方このことは悪名高い品質低下という結果を招かずにはい いからである。ノルウェー はクリスチャニア技芸産業［
工芸
］博物館が古い自生土着





























































ば譬えてきた。にもかかわらず、誰にも知られ親しまれ何千倍もの恍惚や陶酔の源と見えるロマン派の「青い花」さながらに、いまだ 郷民芸術は、同じ運命をこの一点でも領ち合いつつ、これがどこから出て、どこへ行くのか、精しく究めたいと企て、郷民芸術自身の存在を根柢まで掘下げようとする、思切った人の手を知らない。われわれには郷民芸術も神秘の息吹に包まれていると見えたし、それゆえ、厚かまし 手で冷やかな学問の照す明るみに引出そう、博物学的体系の紋切型へ嵌込もうと、ひとたび企てたりすれば、郷民芸術から何か最上 も を剥取りはせぬかと恐れも たのであろう。　
それでも思うに、郷民芸術の歴史的考察はどこから、となれば一緒に、およそ郷民芸術の本質を正しく捉える鍵



























するために、経済史的研究 成果を活用する試みは最初から是認されていると見てよかろう そ 種の試みに、本書この小册子の内容は最も主要な最大部分を捧げている。　
納得できる仕方で郷民芸術独得の真の本質を説くことに成功してこそ初めて、さまざまな側面から当のあれこれ




ならば、少くともヨーロッパでは郷民芸術が人の世の流れを終えて、いまや実際すでに、かつてのロマン派 青い花さ がら 純然たる神話的存在になる可能性あり と大真面目に用心しなければな まい。それゆえ 消え尽きる前夜に お迎えて れ 芸術 な姿 真の意義への洞察が深け ば深いほど、こ 件についての怠惰 さらに重ねて負債にまでしようものならと、われわれの子孫へ向 て 責務はそれだけますます重 なろう とりわけ、
37
リーグル著『オリエント古絨毯』（承前）　─附載「郷民芸術・家内仕事・家内工業」序─
最も興味深い方向で郷民芸術を知るための事情そのものが今日なお比較的都合よく明るみに出ているオーストリア＝ハンガリーでは、当の本質と範囲と意義とがはっきり見抜かれる郷民芸術の生残りを、体系的研究および文献・技術両面で最高度に厳密な確定作業の対象と成すこと、同時に不名誉からの回復を、おのれ自身つまりわが国民にばかりか学問に向けても果し、こうして人類全体に向けても果すことに、もはや躊躇は許されない。これほどにも急を要する警告が向けられていると思えるのは、 無論まず オーストリア＝ハンガリー 当事者圏 ことに現在オーストリアの教育制度 委ね 開明的な人々にであって、この警告 そ私が本書 詳細に結付けて る第二の目的である。しかも危険は差迫っ 見 ゆえ 、 もはや本考の公刊を躊躇してはならないと私は信じた。　　
［一八九四年］
